
道
徳
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② 「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ子どもの姿

本校道徳科では，「見方・考え方」を働かせて学ぶ姿と，協働的に学ぶ姿を以下のように捉えた。

「見方・考え方」を働かせて学ぶ姿 協働的に学ぶ姿

道徳的諸価値の理解を基に，日常生活や教材の道徳的問題 道徳的諸価値・学習課題・自己の生

について問題意識をもち，学習課題について自己との関わ き方についての自分の考えを他者に

りで多面的・多角的に考え，それを基に，自己の生き方に 伝えたり，他者の考えを聞いたりし

ついて考えている。 ている。

上記を問題解決的な学習の過程に沿って当てはめると以下のようになる（図２）。

過程 学 習 活 動 「見方・考え方」を働かせて学ぶ姿 協働的に学ぶ姿

導入 自分の生活経験を基に，日常生活や 自分や他者の生活経験や教材

教材の道徳的問題について，自分や の登場人物の行為等について

他者の考え，教材の登場人物の行為 の考えを他者に伝えたり，他

等に問題意識をもっている。 者の考えを聞いたりしている。

展開 自分の生活経験を基に，学習課題に 学習課題の解決に向けて，学

ついて他者の立場から考えたり， 習課題についての自分の考え

出来事の前後から考えたり，状況 を他者に伝えたり，他者の考

を変えて考えたり等をして，より えを聞いたりしている。

よい考えを見いだそうとしている。

終末 自分の生活経験と本時に学習したこ 自分がより納得する自己の生

とを基に，自己の生き方について考 き方についての自分の考えを

えている。 他者に伝えたり，他者の考え

を聞いたりしている。

上記のような，子どもが「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ姿を促すことができるように，

これまでの学習指導の工夫に加えて，以下のような学習指導の工夫を行う。

（２）学習指導の工夫

生活と教材を結び付ける学習課題の設定の工夫（ア）

展開の過程で，子どもが「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶために，生活と教材を結び付け

る学習課題の設定の工夫を行う。

生活と教材を結び付ける学習課題とは，子どもが自分の生活経験を想起しやすくなる文言が入った

学習課題のことである。この文言は，教材特有の文言をそのまま使うのではなく，教材の登場人物の

具体的な行為や状況などを子どもたちの生活経験に沿うように一般化したものである。このような学

生活経験を想起する

学習課題を把握する

学習課題の解決に向

けて話し合う

図２ 道徳科の問題解決的な学習の各過程における「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ子どもの姿

自己の生き方につい

て考える
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習課題を設定することで，子どもが学習課題について自己との関わりで進んで考えることができる。

さらに，子どもたち一人一人の生活経験には違いがあるため，価値観のずれが明確になる。また，教

材との比較から登場人物と自分との価値観のずれも明確になる。これらのずれから他者の考えを聞き

たいという思いをもち，学習課題に対して，進んで「見方・考え方」を働かせることができる。なお，

この文言を事前のアンケートにも活用することで，より生活と教材を結び付けることができると考え

る。以下は，生活と教材を結び付ける学習課題の設定の手順である。（具体的な流れは実践例を参照）

①普段の生活を見取り，子どもたちの道徳的価値の理解に関わる実態を把握する。

②学習指導要領と教材と子どもたちの実態を考慮し，学習課題と終末における子どもの姿を想定

する。

③学習課題に対する子どもの考えを想定する。

※多様な考えが生まれるような課題でなければ，再度学習課題を検討する。

④子ども同士の価値観のずれや子どもと教材の登場人物の価値観のずれを明確にするアンケート

を事前に実施し，「導入」の過程で活用する。

※アンケート結果と見取りに大きな差があれば，再度学習課題を検討する。

学年・教材名 生活と教材を結び付ける学習課題の例 事前や授業中に想起される アンケートの例

内容項目 【教材から考えた学習課題の例】（②） 生活経験の例（①） （④）

２年「小さなゆき どうしてきよみさんは，おさむくんに ・けがをしている友達に「大 ・あなたは友達

うさぎ」 自分からやさしくしたのだろう 丈夫？」と優しく声をかけ に自分から優

Ｂ親切，思いやり 【どうしてきよみさんは，おさむくん たこと。 しくしたこと

に雪うさぎをつくったのだろう】 ・ブランコに乗りたそうな友 が あ り ま す

達にブランコをゆずってあ か。

げたこと。

４年「サッカーボ 遊びを止めたときに，ぼくはどんな気 ・ルールを守っていない友達 ・友達が遊んで

ール」 持ちだったのだろう がいて，遊びを止めたこと。 いる時に遊び

Ａ善悪の判断，自 【ボールを抱えたときに，ぼくはどん ・けんかをしている友達がい を止めたこと

律，自由と責任 な気持ちだったのだろう】 て，遊びを止めたこと。 は あ り ま す

か。

６年「六千人の命 どうして杉原さんは，正義をつらぬい ・仲間外れにしようと言って ・周りの空気に

を救った決断－杉 たのだろう いる友達にやめた方がいい 負けずに正義

原千畝－」 【どうして杉原さんはビザを発行し続 よと言ったこと。 をつらぬいた

Ｃ公正，公平，社 けたのだろう】 ・悪口を友達と一緒に言って ことはありま

会正義 しまったこと。 すか。

図３ 生活と教材を結び付ける学習課題・生活経験・アンケートの具体例
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多面的・多角的な視点を得るための視点カードの用意（イ）

展開の過程で，子どもが「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶためには，自ら進んで，多面的

・多角的な視点から学習課題について考えることが重要である。そこで，学習課題について多面的・

多角的な視点を得るための視点カードを用意する。

この視点カードには，「対象軸」「時間軸」「条件軸」の３つの視点に関わる内容を書く。「対象軸」

は主人公以外の立場の人の気持ちから考えるもの，「時間軸」は出来事の前後の気持ちや状況から考え

るもの，「条件軸」は「もし…だったら」といった異なる条件から考えるものである。この視点カード

を子どもが自分の考えをもつ際に配付することで，一人一人が多面的・多角的な視点をもった上で話

合いをすることができる。また，ペアやグループで話合いをする際に配付することで，話合いで出さ

れた考えを多面的・多角的な視点から考え直すことができる。子どもは自らの必要感に応じてカード

を選択し，進んで様々な視点から考え，友達と考えを伝え合うことができる。自分なりの考えをもて

ない子どもや話合いが進まないペアやグループなど，子どもの実態に応じて，視点カードの用い方を

例示したり助言したりする。以下は視点カードの例である。

視点 視点カードの例 「〇〇」に当てはまる言葉の例

対象軸 「〇〇の気持ち」 「主人公の気持ち」「主人公以外の気持ち」

「お話に出てこない人の気持ち」

「〇〇の立場」 「おじいさんの立場」「友達の立場」

時間軸 「〇〇する前」 「主人公が喜ぶ前」「友達から言われる前」

「〇〇した後」 「主人公が友達を助けた後」「この出来事の後」

「〇〇する前と後」 「友達の所へ行く前と後」「お母さんに謝る前と謝った後」

条件軸 「もし〇〇だったら」 「もしいいことが起こらなかったら」

「もし友達が怒ってしまったら」

図４ 視点カードの例

５ 実践例 １年「うつくしい こころ」（Ｄ「感動，畏敬の念」 第１学年及び第２学年）

（１）主題の構想

本主題は，Ｄ「感動，畏敬の念」の内容項目のうち，目には見えないものの美しさについて考える

学習である。

本学級の子どもたちは，普段の生活や学校行事，各教科の学習などにおいて，美しいものに触れて

きている。例えば，アサガオの栽培や赤城オリエンテーリングへの参加などが挙げられる。しかし，

植物や光り輝く景色など，目に見える美しいものについては美しいものであると認識しているものの，

他人からの優しさや温かさなど，目には見えない美しいものについては美しいものであると認識して

いない。このような子どもたちが，人の心の美しさとそのよさに気付き，目には見えないものから美

しさを感じる心情を養うことができるよう，次頁の内容の教材を使用し，主題を構想した。
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教材「ひしゃくぼし」（光文書院）の内容

長い間雨が降らなくなり，様々な動植物や人が困っている場所で，病気の母に水を飲ませてあ

げたいと思った主人公は，水を探しに出かける。主人公は，水を得ていないにもかかわらず，ひ

しゃくの中が水でいっぱいになったり，木のひしゃくが銀や金に変わったり，ひしゃくの中から

飛び出したダイヤモンドが星になったりするなど，不思議な体験をする。

ねらい 「ひしゃくぼし」の話の中にある美しいものについて話し合うことを通して，自分の

ことよりも他人のことを気遣うことの美しさに気付き，目には見えないものから美しさ

を感じる心情を養う。

教 材 ひしゃくぼし（光文書院）

主 題 導入では，自分のことより他人のことを気遣う主人公や母の姿から，子どもたちは

構 成 美しいものの存在について問題意識をもつことができる。また，美しさの根拠に着目

することで，自分のことよりも他人のことを気遣うことの美しさに気付き，目には見

えないものから美しさを感じる心情を養うことができる。

過 程 学習活動 「見方・考え方」を働かせて学ぶ姿 協働的に学ぶ姿

導 入 ○教材を読み，学習課 自分の生活経験を基に，「美し 「美しいもの」についての自

題「お話の中の何が いもの」についての自分や他者 分の考えを他者に伝えたり，

美しいのだろう」を の考え，教材の登場人物の行為 他者の考えを聞いたりしてい

つかむ 等に問題意識をもっている。 る。

展 開 ○学習課題の解決に向 自分の生活経験を基に，学習課 学習課題に向けて，学習課題

けて話し合う 題について，複数の登場人物の についての自分の考えを他者

立場から考えたり，出来事の前 に伝えたり，他者の考えを聞

後から考えたり，仮説を立てて いたりしている。

考えたりしている。

終 末 ○自己の生き方につい 「美しいもの」についての理解 自分の身の回りにある「美し

て考える を基に，自分の身の回りにある いもの」についての自分の考

「美しいもの」を捉え直してい えを他者に伝えたり，他者の

る。 考えを聞いたりしている。

図５ １年「うつくしい こころ」における「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ子どもの姿

なお，本主題における，道徳科の見方・考え方を働かせて協働的に学ぶ姿を促す工夫を，次頁のよ

うに具体化して設定した。
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本時を通して，Ｋの思考は，図９・11・14の概念図のように，

友達や教師との話合いを経て，多面的・多角的な広がりを見せた。

すなわち，「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ姿が見られた

といえる。特に，「美しいもの」というキーワードを基に教材と生

活を行き来しながら考えるとともに，進んで視点カードを用いて

友達と考えを伝え合っていた。Ｋは，「優しい気持ち」は「美しい

もの」であることの理解はできたようである。教師が他にも美し

いものの具体的な場面の例示をすることで，その理解をより深め，

より一層教材と生活場面とを結び付けていけるとよいと感じた。

６ 成果と課題

本校道徳科では，「自らの道徳的価値観を基にした，よりよく生きる基盤となる道徳性」の育成に向

け，「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ子どもの姿に焦点を当てて研究を進めてきた。その結果，

次のような成果と課題が明らかになった。

〇生活と教材を結び付ける学習課題の設定の工夫をすることで，子どもたちは生活経験を踏まえた上

で，学習課題や自己の生き方について考えることができた。これは，学習課題に生活経験を想起し

やすくなる文言が入っていたり，アンケートを活用したりしたためと考えられる。例えば，低学年

では，５時間目の授業が始まる前に教室に戻ってきた児童が「道徳で勉強したから時間を守って帰

ってきたよ」と日常生活に道徳で学んだことを生かす様子が見られた。

〇多面的・多角的な視点を得るための視点カードの用意をすることで，子どもが進んで様々な視点か

ら学習課題について友達や教師と話し合いながら，自分がより納得する学習課題に対する考えを見

付けようとする姿が見られた。低学年においては，配付されたカードに関心をもち，その視点から

考えようとしていた。中・高学年においては，学習課題の解決に向けて，有効な視点を自ら選択し

ようとしていた。そして，どの学年においても，継続して用いることで，自分の必要感のもと，様

々な視点を選択し，友達と考えを伝え合うことができた。

〇日常生活における道徳的な問題には，学習指導要領上の様々な内容項目が複合されている。日常生

活における道徳的な問題に，子どもたちがより自分事として捉えていくためには，１単位時間で一

つの教材やねらいとする内容項目について深めていくのではなく，複数単位時間で複数の教材や内

容項目について深めていくパッケージ型の道徳科の授業も必要なのではないかと考える。また，道

徳教育の観点から，他教科や行事等との関連を含めたカリキュラムマネジメントにもさらに取り組

んでいきたい。
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図14 Ｋの美しいものに対する概念図
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